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§１ はじめに 

 日本は自然に恵まれている反面、世界でも有数の災害

国であり、地震・台風など様々な災害と向き合ってきた。

本研究では、日本人の災害観をふまえた上で、被害軽減

には個人の防災力を高める防災教育が重要であると考え、

早期教育からの研究を行った。まず本報では、日本人が

文化背景として共通に有している災害観に着目し、災害

観が地震時の災害行動にいかに影響するのか分析した。 
§２ 災害行動の事例調査 

被災者の実際の災害行動を文献１～３）等により調査し、

実際の災害事例における日本人の災害行動に至る流れの

分析を行った。北海道南西沖地震、兵庫県南部地震、新

潟県中越地震を調査対象とし、人々の災害行動の傾向や

特徴を調べ、比較した。その一例を表１に示す。 
2.1 北海道南西沖地震  収集した全 41 事例の分析から、

日本海中部地震の経験者が多く、表１事例①のように危

機感を強く感じ素早い避難をした人がいた一方で、経験

者という過信から自分は大丈夫という楽観的な受け止め

方をした人も多くみられた。これは表１事例③④のよう

に災害意識において、都合の良いように調和し楽観的に

判断したという流れが考えられる。また、特徴的な被害

として津波がある。そのため、表１事例②③のように命

を顧みず海へ向かう漁師の被害も多かった。 
2.2 兵庫県南部地震  収集した全 109 事例の分析から、

被災者の多くは関西には地震は来ないという思い込みが

あったため表１事例⑤～⑩に挙げられるように地震発生

認知が鈍い。災害意識においても受身であり調和し判断

することなく行動に移す傾向がある。また、直下型の地

震には太刀打ちすることができず、とっさに現実逃避を

したり、意思決定できなかった人も多くみられ、災害を

現実からかけ離れたものとして捉えている。そのため、

災害を天の仕業と考え天に祈る。ここには諦めもある。 
2.3 新潟県中越地震  収集した全 51 事例の分析から、

大地震の空白地域であったため、表１事例⑪～⑭のよう

に現状を受け入れられない様子が多くみられた。また、

表１事例⑬のようにあまりの余震の多さに地震に対して

異常に敏感になり過ぎて、地震を忘れてしまおうとして

いる。この忘れようとするある種楽観的な考え方の一方

で、悲観的な考え方の末、表１事例⑭のようにストレス

によりショック死に至った人も多くみられた。これは生

活弱者が多く、自分は何もできないため地震を天罰とみ

なし、神仏依存することによるものと考えられる。 
§３ 日本人の地震に対する災害行動に至る流れ 

 人間はある行動に至るまでに様々な過程を経て行動を

おこす。本研究では災害行動の事例調査を基にし、地震

国で暮らす日本人の根底にある災害観から地震時の災害

行動に至る流れを明らかにした。その過程をⅠ～Ⅵに分

類し要点をまとめ、そのフローチャートを図１に示す。  
Ⅰ 初期状態として日本人は属性・経験・知識を根底にし

た災害観という観念をもっている。 
Ⅱ 危機的状況として地震発生という外的刺激を受ける。 
Ⅲ 発生した地震に対しての災害意識が生まれる。 
Ⅳ 制御行動として地震という危機的状況がどのくらいに

迫っているもので、自分はどうすべきかを考える。 
Ⅴ 意思決定として地震に対して実際にどのような行動を

するのかを決定する。 
Ⅵ 地震に対する災害行動として､内的反応･外的反応をする。 

表１ 地震時における災害行動に至る流れ（北海道南西沖地震、兵庫県南部地震、新潟県中越地震の抜粋） 
初 期 状 態 危 機 的 状 況 制 御 行 動 意 思 決 定

属 性
経
験

知
識

地 震 発生 （外
的 刺 激）

外的 反 応

自 然
観

宗 教
観

天譴 論 運命 論 精 神 論
地 震 発生 認
知

許 容 調和 判断 (「状 況 の定 位 」要 因 ・「状況 の 切迫 度 の定 位 」要因 )
恐
怖

焦
燥

使
命

絶
望

喪
失

怒
り

悲
嘆

冷
静

安
心

①
日 本海 中 部 地震 の
体 験 のある人

○ ○ ○ ○ たくましさ 精 神 力 ○ 受 入 覚悟
直感 （津 波襲 来 の予 測 ）→現 状 で の身 の 危険 の 察知
→素 早 い現 状の 受 入れ → 現状 か らの 危険 回 避

避 難行 動 ◎ ◎ ◎ 高台 に避 難 した

② 漁 師 ○ ○ ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

たくましさ
精 神 力・
神 仏 依存

○ 執 着 覚悟 現状 で の 財 産に対 す る危 険の 察 知→ 財 産の 確 保 現 状把 握 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
海や 船 の様 子 を見 に
行った

③ 漁 師 ○ △ ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

たくましさ
精 神 力・
神 仏 依存

○ 執 着 楽観 現状 で の 財 産に対 す る危 険の 察 知→ 財 産の 確 保 現 状把 握 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
海や 船 の様 子 を見 に
行った→避 難 が遅 れ た

④
日 本海 中 部 地震 の
体 験 のある人

○ △ ○ 忘却 癖 ○ 受 入
現状
肯定

楽観
津波 襲 来ス ピー ドとエネ ル ギ ー の認 識不 足 → まだ大
丈夫

現 状維 持 ◎ ◎ 避難 しな か った

⑤ 就 寝時 ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

諦念 ・忘 却
癖

精 神 力・
神 仏 依存

△ 受 身 悲観 現状 で の 身の 危 険 の察 知 →とっさの 身の 安 全 の確 保 現 実逃 避 ◎ ◎ ◎ ◎ 布団 にもぐった

⑥ 就 寝時 の 物 的環 境 ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

諦 念
精 神 力・
神 仏 依存

△または × 受 身 な し ◎ ◎ ◎ ◎
タンス ・テレビ・仏 壇・ピ
アノ等 に挟 まれ た

⑦
地 震 の揺 れ が大 き
か った地 域の 人

○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

諦 念
精 神 力・
神 仏 依存

△または × 受 身 な し ◎ ◎ ◎ ◎ ひ っくり返った

⑧ ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

諦 念
精 神 力・
神 仏 依存

○または △ 受 身 現状 で の 身の 危 険 の察 知 →どうす ることもで きな い 救 助要 請 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
家具 類 等の 転 倒に よる
下敷 き →火 災 による死

⑨
老 朽木 造 住 宅に住
む 人

× な し
家具 類 の転 倒 による圧
死

⑩ 高 齢者 × な し
家具 類 の転 倒 による圧
死

⑪
[本震 ]上越 新 幹線
とき ３２５号 の 乗客

○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

たくましさ
精 神 力・
神 仏 依存

○または △ 受 身
臨機
応変

現状 で の 身の 危 険 の察 知 →とっさの 身の 安 全 の確 保 避 難準 備 ◎ ◎ ◎
前の 座 席に しがみ つい
た

⑫ [余震 ] ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

諦念 ・忘 却
癖

精 神 力・
神 仏 依存

○ 受 身 悲観 敏感 な 身 の危 険 の 察知 な し ◎ ◎ ○ ○ ○
小さな 音 や 揺れ に対 し
て び くっとした

⑬ [本震 ]運転 中 × な し
土砂 崩 れに まき こまれ
た

⑭ [余震 ]高齢 者 ○ ○
自業 自 得・
因果 応 報

甘 え ・諦念 ・
運の 悪 さ

精 神 力・
神 仏 依存

○ 受 身
仕方
な い

悲観
身の 危 険の 察 知→ 地 震 に対す る恐 怖 、精神 的 ス トレ
ス 、避 難生 活 による睡 眠不 足 や温 度 差の 疲 労

な し ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ショック死

災 害 観

災 害 意 識
事
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番
号
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図１ 地震時における日本人の災害行動に至る流れ 

§４ 災害観から災害行動に至る考察 

危機的場面に至る直前に意思決定者のしてきた行動や

環境・信念・経験・知識など、その人が危機的場面に持

ち込んだものを初期状態とする。そのなかに災害に関す

る日本人の基本的観念である災害観がある。災害観は多

くの人々に受け入れられ内面化し、知らず知らずのうち

に伝承されてきたのである。図２に災害観の概念を示し、

以下に構成する要素について説明する４，５）。 

図２ 日本人の災害観 

 災害観は日本人の心情に強く訴えるものである。その

理由は災害観の根底に｢自然観｣と｢宗教観｣があると考え

られる。日本は自然の優美さや残酷さを強く感じており、

日本人の災害観には自然の偉大さに対する自然への畏敬

と人間の無力感が色濃く反映される。人間の自然に対す

る考え方（｢自然観｣）を基底にして、また日本人の思考

に影響を与えている仏教の考え方（「宗教観」）と関わり

合うことで、根本となる心理的基盤となっている。災害

を｢自然観｣｢宗教観｣で受け止め、災害をどう理解しどう

接するのかを考える上で、日本人は｢天譴論｣｢運命論｣｢精

神論｣の思想をもっている。この思想によって災害を乗り

越えるために災害に様々な意味を持たせてきたと考えら

れる。｢天譴論｣は災害を天罰と捉え、災害を自分あるい

は他人への過去の所業への罰とみなしている。｢運命論｣

は災害を運命として受け止め、災害に対する悲観性を緩

和させる思想をいう。｢精神論｣は物質よりも精神が優位

であると考え、心の持ち方や内面的努力で災害に対処し

ていこうとする態度をいう。これらの思想が互いに関わ

りあうことによって、日本人は災害に対する考え方が決

まる。次に初期状態において外的刺激を受ける。その結

果、環境への再適応をせざるを得ない状況となる。本報

では、危機的状況として外的刺激を地震発生とする。そ

の後災害意識が生まれる。災害一般に対する観念（災害

観）から具体的災害に対する意識（災害意識）へ移り変

わる。日本人は、許容範囲が広く寛容であるため比較的

何でも受け入れやすい傾向があり（受入/受身/執着）、考

え方や人間関係に柔軟な弾力性をもって調和をはかる

（臨機応変/仕方ない/現状肯定）。判断視点を固定させず、

状況に応じてことに対処する。バランス感覚をもって調

和をはかり、判断を下す（覚悟/楽観/悲観）。その判断に

よってどう行動するかが決まる。そして、制御行動とし

て人間が対応すべき危機的状況を察知した後、人は何が

起きたのか確定しようとし、どれくらい時間が切迫して

いてどれくらいの間に意思決定すべきかを指定する。次

に、災害の状況に対してどう対処するのか意思決定とし

て、得ていた情報または情報探索行動によって得られた

情報をどう処理するのか能力配分をする。この場合、情

報の信用性に大きく左右される。意思決定には避難行動、

避難準備、救助行動、救助準備、救助要請、現状把握、

現実逃避、現状維持があり、また意思決定をしない場合

も考えられる。その後、それらの意思決定を反映させ実

際の災害行動となる。災害行動には、危機的場面におい

て生じる情緒的な反応のように自己の内部への対応であ

る内的反応と、危機的場面を切り抜けるためにいくつか

の可能な選択肢から一つまたはいくつかの選択肢の組み

合わせを選び、その実行を決定する外界への対応である

外的反応がある。これらが互いに関係しあい行動となる。 
§５ おわりに 

本研究で日本人独特の災害観が災害行動に大きな影響

を与えていることを３つの地震災害実例を基に明らかに

した。災害観は日本人の災害に対処するためのエネルギ

ー源であったり、単に災害を直視しないためのものと考

えられる。われわれ日本人がこのことをきちんと自覚す

ることで災害観が有効に受け継がれ、災害観が防災の障

害でなく潤滑油となるような対策の提案につながり、被

害の軽減の効果になることが期待される。 
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